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食品を守る Kaba のセキュリティソリューション 
フードディフェンス 

 
冷凍食品への毒物混入などが相次ぐ日本でも注目される

フードディフェンス（食品防御）。同じ問題を抱えるヨーロッ

パでは、ISF FOOD（国際食品規格）の承認取得にセキュ

リティの導入が義務化される。Kaba グループ（本社：スイ

ス ルムラン）は、食品業界を対象とした動画の配信やイベ

ントを行うなど、食品安全対策のためのセキュリティソリュ

ーションの提案を行い、日本カバ株式会社（本社：横浜市

緑区）も国内への呼びかけを開始している。 
 
昨今、日本でも課題とされるフードディフェンスとは、意図

的な外部からの毒物混入など、人為的に発生する危害因

子に対し食品の安全を確保することであり、外部からの侵

入や入場者に対するセキュリティ強化などの見直しも重要

となる。同じ問題を抱えるヨーロッパでは、食の安全が既に

見直され、食品製造に必須とされる ISF FOOD（国際食品

規格）の審査項目に“セキュリティの導入”が 2014 年 7 月に導入される Version 6 より追加される。これを受け、

Kaba グループはセキュリティ導入を推進する動画の配信やイベントの開催を行い、ドイツのヴァールシュタインでのイ

ベントでは、食品製造業 140 社が集まった。 
 
日本でも、消費者からの信頼と安心を獲得する手段として、食品安全システムの規格が注目されている。世界 70 カ

国、650 企業が参加する消費財関連団である国際食品安全イニシアチブ（GFSI）が制定したベンチマーク承認として

ISF Food の他に FSSC 22000 と BRC があり、大手食品企業の中には、承認取得をサプライヤーに要求するところ

も増えてきている。FSSC 22000 の審査項目にあるフードディフェンスでは、セキュリティの導入が必要となってくると

考えられる。 
 
Kaba は、鍵や電池錠などのメカニカルロックシステム、スタンドアロン・アクセスコントロールシステム、セキュリティゲ

ートなど、外周エリアからエントランスや建物内の細かい部分までセキュリティレベルに合わせて導入できる製品ライ

ンナップを揃えている。車両用ゲート、フェンスタイプの回転セキュリティゲートは外部からの出入りを管理し、エントラ

ンスではフラップ式セキュリティゲートでスムーズかつ安全に出入管理を行うことができる。従業員の入退室管理では、

配線工事を必要としないスタンドアロン・アクセスコントロールシステムで履歴の管理やアクセス制限を行うことができ

る。細かい部分として、ピッキングなどの侵入手口に強く、登録システムで不正コピーを防止するディンプルキーシリン

ダーや通用口などに最適なプッシュボタン錠などがある。ディンプキーに非接触 IC チップが入ったキーキャップを装

着すれば、非接触リーダーとキーシリンダーの両方に鍵一本でアクセスすることができる。 
 
食品安全対策としてセキュリティ導入は欠かせないと考える Kaba は、フードディフェンス実施のためのセキュリティソ

リューション提案をこれからも続ける。 
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日本カバ株式会社について 
二カバロックス株式会社（1975 年設立）を土台に、スイスの Kaba AG 社 100％出資の日本法人として、1981 年に日本カバ株式会社が設立され

ました。以後、国内向け交換用ディンプルキーシリンダー「Kaba star」を発売し、国内初の「鍵登録システム」を導入。OEM 製品としても大手企業な

どに幅広く採用され、日本でも官公庁舎、大使館、大手企業、ホテル、マンションなどへの導入実績を持ちます。現在では、セキュリティゲート、スタ

ンドアロンシステムなどアクセス+データシステム製品を取扱い、オフィスビル、データセンター、工場などで実績を伸ばしています。更に詳しい情報

は www.kaba.co.jp をご参照ください。 
 
Kaba グループについて 
Kaba は、世界規模でセキュリティ製品の製造、販売を行うグローバル企業です。Kaba は、ブランクキー、キー切削・キーコードマシン、トランスポ

ンダキー、ハイセキュリティロックの分野で世界市場№1 であり、エレクトロニック・アクセスシステム、ロッキングシステム、マスターキーシステム、ホ

テルロック、セキュリティゲートでもリーディング・プロバイダーとして、建物の出入り口や外周などのアクセス・ポイントに向けたセキュリティ・ソリュー

ションを提供しています。更に詳しい情報は www.kaba.com 


